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論 文 内 容 の 要 旨

栽培種とその近縁野生種について遺伝的変異を解明し,系統関係を明かにすることは進化生物学的観点

のみでなく,野生種の遺伝子資源の利用を目標とする育種学的観点からも重要な問題であり,このような

研究はイネ,コムギ,トウモロコシ,トマト等の諸属では精力的に行なわれている｡

これまで,ソバ属の系統関係は形態形質に基づいて解析されてきたが,近年,アロザイム変異,葉緑体

DNAの制限酵素断片長多型 (RFLP)を利用した系統関係の解析が行われるようになってきた｡その結

莱, 1)ソバ属はcymosum群とurophyllum群の二つの単系統分岐群から成ること｡2)cymosum群に

おいて,Fagopyrumcymosumは,これまで形態形質の比較から考えられていた栽培普通ソバ (F.

eSCulentum)とではなく,栽培ダッタンソバ (F.tataricum)と近縁であること｡ 3)urophyllum群に

おいて,新種 Fpleioramosum,F.CapillatumはF.gracilipeSと近縁であることが示唆された｡

しかしながら,葉緑体DNAのRFLPを用いたソバ属の系統関係の研究では,検出されたRFLPが少

なかったため,その解析は不十分であった｡また,これまでのソバ属のDNAレベルでの系統進化学的研

究では,葉緑体DNAのみを対象としており,母系のみを考慮した系統関係が考察されてきた｡

本論文は,葉緑体及び,核DNAの進化速度の速いと考えられる特定遺伝子領域の塩基配列の決定と比

較により,ソバ属の系統関係を考察したもので,結果は以下のように要約される｡

1.葉緑体遺伝子 rbcL (ribulose-1,5-bisphosphatecarboxylase/oxidaselargesubunit)の塩基配列か

らみたソバ属のナデシコ亜綱における分類上の位置について

1)ソバ属は広義のタデ属の1つの節として考えられる事があるが,独立した1つの単系統分岐群を

形成し,タデ科の他の属と分けることができた｡

2)ソバ属内のcymosum群とurophyllum群間の塩基サイトあたりの置換数は0.018-0.021と推定さ
れた｡これは近縁属間での推定値に相当するものであった｡
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2.葉緑体遺伝子 rbcL,accD (transcarboxylaseβsubunit)及び,これらの遺伝子間領域 (IGR)の塩

基配列からみたソバ属内の系統関係について,つぎのことが明らかになった｡

1)accD及び,IGRの進化速度はrbcLに比べて,約5倍速く,これらの領域の塩基配列の比較は近

縁種間の分類に適している｡

2)cymosum群において,F.cymosumとF.tataricumが非常に近縁であること｡

3)urophyllum群において,新種 F.pleiwamosumとF.CapillatumはF.gTlaCilipeSと近縁であり,

単系統分岐群を形成する｡

4)urophyllum群において,F.staticeとF.leptopodumが近縁であり,単系続分岐群を形成し,また,

F leptopodumは形態形質の比較より示唆されていたF.lineweとではなくF.staticeと姉妹種である｡

5)F.cymosumでは,4倍体化が複数回 (少なくとも2回)生じた｡

6)ソバ属では,自家不和合性の崩壊にともなう自殖化が複数回 (少なくとも4回)生じた｡

3.核遺伝子rRNAの塩基配列からみたソバ属内の系統関係について

核DNAの塩基配列の比較からも2.の1)～6)と同様の結果が得られた｡

さらに,新たな知見として,形態形質の比較より示唆されていたF.Statice-F.leptopodum-F.lineaTle

分岐群が,共通する68bpの欠失により支持された｡

4.野生種の持つ有用遺伝子の導入の可能性について

栽培普通ソバに近縁な野生種として,野生祖先種 F.esculentumssp.anceSt'lalis以外にF homotT10Pi-

cumがあり,この野草種が持つ病害抵抗性遺伝子などの栽培種への導入が可能であることが示唆された.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

栽培種とその近縁野生種の系統関係を明かにすることは,植物の進化機構や野生種の栽培化の過程を考

察する際,必要不可欠なことであり,また,野生種の有用遺伝子の栽培種への導入の指針となる｡

ソバ属はタデ科に属し,2種の栽培種と10種の野生種から構成されている｡ 栽培種のうち,普通ソバ

(Fagopyrumesculentum)は噂好食品及び,機能性食品として重要な地位を占めており,日本を始め,世

界各地で栽培されている｡また,栽培ダッタンソバ (F.tataricum)は耐寒性に優れることからネパール

等の高地での重要な作物として知られている｡このように重要な栽培種を含むにもかかわらず,ソバ属の

系統関係に関する研究の多くは形態形質の比較によるものであり,分子遺伝学的手法を用いたものとして

は葉緑体DNAの制限酵素断片長多型を用いた研究が行われているのみである｡ 本論文は,ソバ属の系統

関係を葉緑体DNA及び,核DNAの特定領域の塩基配列の比較により考察したものであり,その評価す

べき主な点は以下の通りである｡

1.タデ科の中でソバ属が独立した1つの単系統分岐群を形成することを明らかにした｡

2.ソバ属の分類に関して次のことを明らかにした｡ソバ属は栽培の普通ソバとダッタンソバを含む4

種から成るcymosum群と野生種8種から成るurophyllum群の二つの単系統分岐群から構成される｡

cymosum群においてF.cymosumはダッタンソバに近縁であって,普通ソバとは遠縁であり,普通ソバ

の野生視先種ではない.urophyllum群においてF.pleiwamoSum,F.Capillatum及び,F.gracilipesが
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一つの単系統分岐群を,また,F.staticeとF.leptopodumが一つの単系統分岐群を形成する｡

3.葉緑体遺伝子 rbcLの3'側の非構造領域及び,accDの進化速度はrbcL構造領域の約5倍速いこ

とを明らかにし,この領域の塩基配列の分析は分子系統分類学にとって,極めて有効であることを示した｡

4.4倍体化がF.cymosumにおいて複数回生じたこと. また,自家不和合性の機能の崩壊による自殖

化がソバ属では複数回生じたことを示し,ソバ属が植物の倍数性と自殖性への進化及び,それにともなう

種分化の機構を考察する際,有効な材料となることを示した｡

以上のように,本論文はソバ属の系統関係を分子遺伝学的な立場より考察したものであり,多くの新し

い知見をもたらし,ソバ属の進化機構の解明と野生種の有用遺伝子の栽培種への導入の道を切り開いたも

ので,遺伝進化学,栽培植物起原学及び,育種学の研究に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成9年2月20日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位

を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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